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且
' 

:

■

反
延
喜
之
古
風
溝
"
非
此
限
興
條
又
不
可
限
南
鄱
之 

諸.
寺
事
也
、

ニ
十
八
ロ
ァ
十
五
大
寺
寺
領
沒
官
未
脅
苻
事
也

9

安.
元1

1

年.H

月
八
日 
>
 

'又
造
高
极
第
"
庄

菌

役

課.

之
內
"
皇
嘉
門
院
御
庄
々
事
倐
々
令
巾
、

安
ー25
|1
年
'五
月
1,
1
十

九

弓
"
又
臺
獄
皮1 !
、

仰
餚 

國

被

籮

之
"

是
爲
停
廢
歟、

'

治
承
三
年
六
月
十
八
日
、

卑
且
人
修
云

>
£1
川

准.

一
一
ロ
、

へ
猫
字
、
人
遨
前
相

.
國
女
，
故
中
院
攝
嫩
室
家
*
一

JrI
〗

所
賢
財
皮
菌
，
皆
仲
人
領
、
生

年

廿

四
f
i

^
r
を

.
去
：云

、々

重
又
聞
實
說
，
仍
以
右
馬
權
頭
$
輔
#
喪 

家
"

中
唂
天
下
之
人
ユ
ム
、
以
興
姓
之
身
V

傅
预
藤
家.

氏
之
家"

K
神
：惡
之"

遂
致
此
f i
云
々
、

淸
碰
の
女
神
夢
に
託
し
、
暫

く

之

を

预

時

期

を

み
 

て
ぅ.
く..
ベ
き
人
■の
あ..■る
ま-
て
tr
'云_
ふ
/a

S

ふ
こ
V
J

ic 

對
し
兼
實
ば
®
く- ;

j:,
る

話

に

對

し’

.

第

十

铖

！
〇
'て



热
v\

您

(
一

H

H

S

雜
-

0

玉
蒙
經
濟
為
_
錄

佘
此

»字
粱
之

"
&
傳
预
之
，人
已
以0
沒
"
至
此
時 

~
财
中
；可

.
出

來

歟

、

爲
’祭

之

所

可

被

付

氏

長

、̂
其
外 

所
々

"任
理
尤
可
被
：

g

分
也
、
理
之
所
常
、
未
當
分 

之
地
也

' 故
硫

政"

■

子

翁

载

、

尤

可

被

配 

分

"ニ
品
亜
將
、

&爲
成
人
之

-
,
爲
宗
文
書
庄
菌
、

可
被
傅
预
之
仁

,而
此

‘事觅
不

"可时
歟
、如
，公
：被

猙| 

预
歟
、
是
以
、
萬
事
沙
汰
念
趣
、所
愚
襁
也
运
以
不
可

違
、努
力
努
力
、悲
哉
、
奪

藤
氏
之
家

S
謙
了
、

治
淡
觅
年
ニ
月
七
日

*宣
F、 

. | 

以
前
越

‘
前
守
平

®俊
、

®
:
爲
丹
波
國
諸
庄

II
®
下

#

實3
r

上
卿
時
眾
卿
、
職®
#
隧
沄
々
、
佘

密
々

M云
、
以
實
旨

’被
德

庄

簡

下

；
^
.
有

例 

一

_哉资
何
答
云
、
未
贫
開

S々
者

毒
永
元
年
八
月
十
九
田
、

此2
2家
听
宛
也
ァ
加
補

slip 

lll
i
l等、
抑

、
I
I

溝
、
大
將
政
所
始
之
時
？
可
卻
家
贸
之
由
、
故
女
院

有
仰

"
.
而

.
稱
未
補
執
柄

|
|
家
同

.之由
辭

 ̂

.

其
後

.

> 

•
, 
維
茶 
一
 
2

7

郇
彼
象
筒
之
#

、
猶
资
«>

於
^

右
辭
退
、
故
院
深
思 

食
寄
_

之

幽

、

然

而

天

下

物

騷

馳

過

、
.
知

行

之

兩

CE 

^

s

i

,

,
有
內
儀
志
問
、
關m

北
陸
爲
f

之 

地
、ノ
當
時
不
及
興
沙
汰
、
然

麗

然

而

遷

化

、
愛
*
 

比
兼
光
#

法

性

寺

座

主

邊

ヽ

謝

申

此

恐

，

伹

.可

補

佘

產

罵

書

無

#體
職
奇
條
、
戈
如
此
令

_
*

强
不
能
胎
靠
鑛
、
仍
今
夜
所
鄉
之
：次
所
補
也0、

猶
永1

霉

x
B
+
l
l
m
i 

:

或
說
云
、
鎭
西
諸

' 國挪 

宰
斑
衮
々
ヽ
大
略
天
下

禮̂
，
如
三
國
史
歟
、
西
平 

馬
，

K.
賴
朝
、
中
國

B無
劍
鍾
、
政
麓
镉
暴
燃
與

®
. 

M也
。
翁
似

#其
憑
歟
、
征
伐
遲
引
、
院
中
諸
人
、 

懸

心

於

闕

國

，
、

及

虫

菌

等

、
.
.
君

又

賞

着

此

欲

上

T>
M 

織
，
歎

®無
他
、
不
知
天
下y

弊
、
不
顧
國
家
^
傾 

餘

> 如
®兒
如
禽
獸
、
可
悲
可
悲

o 

壽
永
1

:}.

年
九
凡
玄
日

-:

或

A
,
'
賴
朝
、

.去月
ニ
十
七
：：I
m
國
、
己
上
洛
云 

々
，
但
不
倩
受「

義
仲
偏
可
宂
合

支̂
度
云

.
々
、
天 

下
今
1
重
暴
亂
出

.
來

.
歟
凡
近
0

之
天
下
武
士
之
外

>

‘無：l 
口
存
命
計
略

"仍
上

下

多

逃

.去

片

山
f
f
l
舍

等m

.四國
&山
.
臨
：道
安
餿
以
西
、
.
鎭
四
等
平
氏
霧 

/四
プ
借

a
-
,
以
前

.
、
不
能
狐
達
、

.北陸山
陰
兩
逍
、
義
仲
押

傾
、院
分
已
下
港

a*
一
 
切
不
能
班
務
、東
山
朿
海
歲4

£提
匕
、

兩
道
、
龃
朝h
:洛
以
前
、
又
不
能
進
、
#

K

々

暴
^

-
处
备
^
ノ 

'領V

併
被
対
取
了
段
渉
不
殘
、
又
京
中
片
山
，
及
神

廳

佛

寺

ノ

人

屋

茌

家

：、
悉

以

追

捕

”

其

外

適

所

所

遂 

不
虡
之
前
途

"之
虫
公
之
運
上
物

不̂
論
多
少
"
不 

嫌

貴

賤

"

皆

以

饋

取

了

"
.
：

間

.
3t
日
，

京
中
物
取
、
今1

童
陪
增
，
座
之
物 

'不
能
物
出
途
中

> 京
中
之
萬
人
，
於
今1:

切
不
能
存 

命
義
仲
院
領
己
下
併
押
領

"
J陪增
"凡
緇
素
貴 

'賤
無

不

拭©|
、

所

遍

兑

賴

朝

之

上

京

云

々

パ 

鎌
倉
時
代
に
於
け
る
皮
菌

.
の

_
0
眼
0

は
知
行
0
眞 

意

€そ
.
の

知

行

制

？
.
の

行

は

る

>範
圍
そ
の
度
合
で 

あ
る
。
4
の

.
知
行
の
1

^
«後段
沁
讓
ふ
4

義
仲
及
平

含
.つ
て
ゐ
る
が
を
れ
で
も
武*

が
ぅ
ま
く
«
延
の
爲
め 

.

K

働
き
僧
兵
を
撃
退
じ
た
：場
合
に
は
勢
に
敷
じ
寺
領
の 

庄
■

北
の
宣
旨
ま
で
も1

時
出
し
^

の
で
、
而
し
て 

此
宣
吿
を
'執
行
す
る
も
の
は
國
两
で
あ
る
こ
^
}
は
意
外 

を

で
3>

る
0

こ

れ

ま

で

の

硏

究

：は

徙

6

に
國
司
の
無
能
に 

な
，つ
た
こ̂

の
み
を
槪
論
す
る
け
れ
と
も
、
こ
れ
は
極 

I
.

め
て
茫
れ
る
も
の
で
あ
る"

北
畠
®

房
.の
神
皇
正
統
記 

を
か
い
れ
噴
は
伊
勢
そ
の
他

1

ニ
國
に
國
司
が.殘
つ
て 

|

ゐ
る
#

實
ょ
6

親

房

は

鎌

倉

時

代

を

推

類

し

此

_

代

に
 

一
國
同
を
全
く

.の

«

#

カ

者

ギ

し

^

嫌
な
き
に
し
も
|>
ら
 

零

，
此

時

：代

ミ

雖

も

國

_

.
の

中

に

も

有

カ

漭

.も

ぁ

っ 

ft
0

^

0

そ
し
.て
前
述
の
茧
葉@

韶
载
を
：み，て

も
國
_

.

は
矢
#

&

7

芘
藺
の
こ
ビ
に
«

じ
^

無
.關
係
で
な
か
.つ 

■れ
@

で
?>

る
.
0
.そ
i

T?

大
な
る
_

題
が
®

る
o

國
詞
は 

皮
菌
以
_

の
土
地
^
.
關
す
'る

一

1

る
&

せ

は

：
こ

の 

,

:土

地_

炎
寶
吩
办
赌
：
0
:
ロ
分
田
を
占
有
し̂

も
0

が
'時
' 

効

に

上

っ

七

听
‘̂

8

ビ

同

欉

に

な

&

"

皮

窗

の

方

は

本

家
沒
舊
前
後
の
庄«

、5
0
國
荀
の
關
係
0 :
大
藤
を
の
ぶ
る 

こ
^

、
す
る
a

承
资
；|1?.
に
十
五
大
寺̂

か
'
'
る

皮

蘭
 

:

停
廢
の
問
輝
は
法
令0
,
み
1?
_

此

し

て

'も

强

制

の

實

カ
 

ゾ
：

■
«•
.い
當
時
!?
«-

辜
實
行
J,

ベ
か
&

ざ
も
こ
.
(£
«

ゎ

か
6

所
領
家
に
'年

實

、を

出

す
®

^

1

税
人
が
朝
延
に
年
貨
を.

-
. 

' 

• 

- 

1
-
-
-

. 

-
-
,ノ. 

■ 

■ 

...

,

纸
，八

卷

.
m
i
l

)

0 
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I

s

f
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谘
屮
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o

H
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第
十
號

4

0
四

出

す

こ

マ

」

を

^

^

の

は

國

司

で

あ

る

^

解
释
せ
ね
ば
な 

ら
ぬ
o

こ
の
土
地
泓
有
權
占
權R

關
す
る
极
本
間
題
に 

つ

い

て

は

矹

究

の

緖

だ

乂

つ

い

て

ゐ

な

い

。

;>
:

菌

ビ

云
 

ぶ
制
皮
研
究
に
の
み
を
沒
頒
し
れ
我
史
界
は
個
人
を
無 

視
し
て
ゐ
るo

土
地
间
題
の
硏
究
は
ま
だ
幼
稚
極
ま
つ
一 

.
た
も
の
だ
.

O

.

. 

' 

j

一.
白
川
淮
后
盛
.子
斃
去
ど
そ
の
：庄
菌
の
相
績
間
題■で

ぁ

I 

る
？
貞

永

式

女

の

財

産

相

續R
.
關
す
る
規
定
わ
る\ 

こ
ピ
を
珍
&

し
そ
ぅ
に
.云

ふ

史

家

も

あ

る

け

れ

-̂
も

傯 

川
時
代
の
女
子
奴
隸
思
想
を0-
本
本
來
の
遨
德
_の
如
，く 

\ 

考
ぷ
ほ
歷
史
的
事
實
す'&
捏
造
す
る

道
擧
#

の
頭
に
支
一 

配

さ

れ

て

ゐ

：る

か

&

だ
.0

淸
盛
の
女
子
が
藤
原
氏
に
嫁 

し
て
を
の
财
產
を
精
續
し
た
こ
ど..
.
M

例
の
如
く
思
は 

る
け
れ
ど
も
夫
の
死
ん
だ
場
合
妻
た
ぅ
し
も
の
が
財
産

I 

を
所
有
し
机
#

人
確
定
し
?>

ら

ざ

る

場

合

^
‘
一

 

時
た
3
 

^

も
其
財
產
を
公
有
に
せ
ん
ビ
せ
し
こ
ヾ

」

は
庄
蔺
0
名 

義
潘
の
葸
志
を
も
重
ん
じ
た
齡
で
入
女
子
が
そ
の
所
育 

の
财
產
た
る
庄If
を
^

進
し
^

る
場
合
も
ぁ
る
か
&
を

の
處
分
權
を
も
有
し
た
の
でJ>
る
。
か

考
ふ
れ
ば
倾

る
近
世
的
に
類
推
し
た
機
で
あ
る
け
れ
ど
も
從
來
の
硏 

究
者
は
徒
ら
に
女
子
を
殷
視
せ
るR

對
し
て
こ
の
記̂
 

は
多
少
意
®

あ
る
ビ
思
：ふo

兼
實
の
考
へ
は
藤
拟
氏
本 

位
で
平
家
ょ
6

入
>

し
妻
に
つ
き
て
は
藤
原
.

〗

族
の
财 

產
を
平
家
に
ど
ら
れ
：だ
如
ぐ.私
.に
.解

し

_
、

.氏

の

提

翁

を
 

も
ち
出
し
た
：の
で.あ

：
る9

氏
族
制
度
の
問
齟
は
大
杈
典 

味
は
，あ

る

童

ふ
o

此
長
考
は
往
古
の
家
長
制
時
代
の 

名

殘

は

氏

族

と

相

密

着

し

て

殘

，
つ

て

：
ゐ

る

も

の

.
で

相

續
 

人
な
い
時
を
の
ブ
家
に
起
つ
だ
事
を
長
潘
預
ぅ
處
分
せ 

ょ
ど
の
考
もj

理
あ
.る
.
こ
ビ
で
、
財«

の
所
有
#
は
死 

去
の
際
に
遺
產
に
つ
き
遺
言0
:
場

合

如

何

と

云

ふ

こ

.ビ 

は
最
も
大
切
で.|>
る
け
れ
''ど
も
> 

こ
の
極
の
問
1

に
つ 

-
い
て
類
例
の
な
い
の
で
處
分
に
困
雛
し
た
の
で
1

5

 

遺
子
の
财
產
分
配
に
つ
い
で
そ
の
相
續
脔
の
繼
嗣
た
る 

ベ

く

推

量

せ

.
&
る

人

々

の

中

主

な

る

も

の

に

重

耍

な

货
 

產
を
ぅ
讨
.
0
が
し
め
.て
"

其
他
を
、兄
弟
等R

分
配
す
る
” 

.
こ
■■
£

は
自
然
の
成
行
で_
こ

れ

は

：後

世

ま

で

も

つ

、

く

，

ベ

き
處
芬
で
あ
る
が
鎌
倉
以
前
の
慣«.
で
あ
づ
た
か
は
未 

楚
で
わ
る
。
 

；

治
承
五
年
平
氏
の1

族
た
る
盛
俊
を
丹
波
國
饊
座
藺 

の
下
司
ビ
な
す
宣
旨
は
異
例
の
も.の
で
?>

つ

^

こ

ぱ

は 

鍛
實
の
考
‘の
通
^V

て
あ
る

o

下
同
は
地
頭V

J

同
.意

に

用|

.
ゐ
れ
文
鄯
は
幾
多
も
殘
つ
て
ゐ
る
ど
の
黑
极
博
士
の
研 

究
の
結
果
は
信
じ
て
も
ょ
い
艺
思
ふ0

こ

>で
總
下
同 

ぐJ

衮
ふ
ごV

J

は
研
究
を
喪
す
る0

谳

義

經

は

九

國

地

頭

、
 

に
行
家
は
四
_

地
親
'に
任
せ
ら
れ
れ
こ
$
は
追
捕
使
ビ 

同
意
義
な
&

ど
の
學
潘
の
說
も?>
り
。
茧
葉
、
菩
秦
饞 

.

R

.?
>

る

、

守

譲

，

地

頭

、
，
追

»

使
(,
'%

な
.る
大
切
0

言

葉

|

 

は
そ
の
內
容
ょb

I
K

へ

は

同

】

の

職

務̂
^

る
に
抑
ら 

ず
，
を
の
名
義
だ
け
を
區
別
し
か
い
て
ゐ
.る
ビ
思
は
.る
、：
一
 

、
節
も
炙
い
、
さ
》」

も
こ
の
用
語
は
減
茶
な
も
の
で

( 

も
な
く
個
々
に
研̂

す
れ
は
を
の
間
に
一
賞
せ
る
も
の 

も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
一
夜
徵
晚
の
研
究
で
は
眞 

相
ぼ
わ
か
る
镫
は
な
い0.
こ

、

で

總

下

司

ビ

は

國

中

^

- 

存
す
る
全
压
窗
を
支
配
す
る
權
を
指
す
の1?は
あ
る
ま
7

第

八

偕
2

f〗

ls5

.
，
雑錄萊槳の經浒此的研究

い
か
，
從
來

--
國
內

存̂

ず

：る
：
許

多

の

»

菌

中

に

は

庄 

司
炉
或
は
地
頭
は

_
に
あ
り
、
‘支
配
し
て
ゐ
れ
も
の 

を|

朝
に
之
を
全
廢
す
る
こ
ビ
は
.出
來
る
性
質
の
も
の 

で
な
い
9

義
經
の
九
州
の
總
頭

^なつ
た
ヾ
し
云
ふ
こ ̂

も
突
遨
，の
こ
ビ
で
、
此
地
頭
の
意
義
は
.無
能
力
の
國
同 

忙
代
は
ぅ
庄
菌
を
總
括
し
，
■取
締
る
の
意
味
で
は
あ
る 

ま
い
か
。
盛
镔
の
總

T司
は̂
恕
く
總
庄
菌

R.
つ
い
て 

の
こ
ど
で
個
々
の
皮
菌
.の
支
配
潘
の
上
に
立
つ
ビ
の
意 

味

Rvf
Jるこ
，t
よ

-
^
外
あ
る
ま

.
い

.

W

思
ふ
ぐ
を
う
す
る 

ど
そ
0
職
務
を
擴
張
す
れ
ば
遂
比

一

國
を
变
配
し
、
後 

Rは
.大名
ピ
な
る
場
合

.
も
少

<■はな
.
い

o守
»
,
は
式
目 

の
規
定
な
&
箪
事
響
察
のこ
ビ

m過
ぎ
ぬ
け
れ
ど
も
、 

そ
の
任

•
命
さ
れ
を
る
も
.の
は
有
力
な
る
武
士
で
あ
■る

.か 

ら

'V
經
濟
的
ぬ
も
充
分
龈
據
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
"
け 

れ
ど

iこ
れ
等
の4 J

ど
は
題
似
外
昼
る
恐
れ
あ
る
か

. 

ら
胳
す
る
。

次
は
藤
旅
捣
の
有
カ«'
家
0:

家
罚
で
?>
るo

勢
ガ
办 

る
藤
原
氏
は
多
く
庄B-
を
有
す
る
場
合
"

に
そ
の
庄
II

笫
十
號
•

-

1
c

五



敗
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怨(

1

H

H
四)

雜錄玉葉の經濟史的研究

の
所
苻
漭
ビ
し
て
之
を
取
扱
ふ
時
に
猫
の
役
所
の
如
き
、
 

V

0

を
®

い

た

の̂.
-
政

所

な

云

ふ

の

は

そ
れ
ち
し
く
思 

は
れ
る
、
家
司
は
多
分
こ
の
庄II
の
m:

務
者
re

$

た 

の
で
あ
ら

ふ
？ 

•

滅
亡
以
前
に
於
け
る
義
仲
に
は
大
に
同
情
し
な
け
れ
ば

| 

な
ら
ぬ
所
が
あ-
る
。
m

に
賴
朝
、
西
に
平
氏
ビ
云
ふ
辑

\ 

に
東
西
に
敵
を
ぅ
け
が
そ0

猶
闘
は
今
の
»

逸

ヒ

同

欉| 

で
あ
る
。
窮
す
れ
ば
亂
す<£
あ
る
组
$

死
潘
犴
の
_

仲
- 

は
ら
な
ら
堪
费
を
得
る
に
如
何
な
る
芋
段
を
も
辭
し
な 

か
つ
れ
o

義
伸
が
院
領
以
下
を
橫
诹
し
、
そ
の
外
前
*

一
 

の
國
々
に
對
し
兵
糧
米
等
を
徴
收
す
る
に
無
理
を
や
つ
一 

た
に
相
違
な
い
o

宰
班
不
能
*
:
務
マ」

は
國
司
が
そ
の
職 

務
の
執
行̂
-

す
る
こ
$

能
は
中
マ
し
の
こ
ど
で?>
る
0

il( 

暴
な
6

マ

」

は
云
べ
腕
力
の
下
に
はr

切
の
法
律
は
用
を
一 

な
さ

ぬ

の

で
あ
るo

#

實
以
下
か
哝
方
ビ
た
の「

む
.賴

朝
.

.

す
ら
東
海
苽
山
遒
に
對
し
て
は
：其
手
段
は
巧
妙
で
1

つ 

た
に
し
ろ
國
司
以
下
か
事
務
を
行
ふ
こ
ビ
は
出
來
な
い 

の
で
^

^

す
る
能
は
ず
ヾ
し
云
ふ
^
事
務
を
行
ふ
能
は
す

:

烙
十
號
一
〇
六

.

ど
云
ふ
も
略
同
意
義
で
あ
る
。
戰
飢
時
代
の
特
伤
は
職 

勝
篇
0'

無
理
が
通
る
所
に
办
る
の
で
大
寶
令
は
：一
部
を 

敗
®;

す
ヒ
の
令
を
敗
さ
ず
に
：時
代
の
大
勢
は
こ
の
法
令 

ビ
益
：々

遠
く
な
る
計
々
で̂

る
。

日
本
に
ー
知
行
制
あ
づ
て
_砠
制
な
し
ビ
は
近
時
學11
0
 

の
稱
ヘ「

る
こVJ

で
あ
る
け
れ
ど
，
こ
れ
は
德
川
時
代
に 

な
り
、

.地方
制
度
の
破

は̂
^
获
泔
來
た
あ
ビ
か
ら
過 

去
を
類
推
し
た
議
論
でP
つ
て

Kき
歷
史
を
荷
す
る
我 

國
の
封
建

®硏
.
究

Rは
史
的
開
展
を
充
分
明
か
に
せ
ね 

ば
な
ら
ぬ
o
. 

ー
土
葉
はこ
の
知
行
：に
關
す
る
記
事
は
極
め 

て
多
い
鎌
倉
時
代
は
比
較
的
文
書
の
少
な
い
時
代
で
ぞ 

れ
で
も
土
地
に
關
す
る
も0 '
は
少
ィ
は
な
い
が
多
く
は 

各
庄
藺
又
は
私
人
の
^

^

地
賣
買
に
_
す
る
も
の
多
く 

中
央
政
府W

#

地
方
の
土
地
に
つ
い
て
の
關
係
を知
る 

に
極
め
て
不
便
で
あ
る9
玉
葉
に
ょ
れ
ば
源
賴
政
は
伊 

豆
國
を
知
行
す
ビ
明
に
記
し
，平
重
盛
は
越
前
を
領
せ 

る
に
狻
鳥
羽
上
皇

_重
碰
の
死
後
之
れ
を
取6
給
は
づ

\ 

た
こ

ヾ

しを
淸
盛
ぼ

.
怨
み
、
後
鳥
羽
を
幽
し
給
は
ん

Sし

允
こ
ビ
>
 

ま
穴
播
磨
は
後
鳴
羽
±
皇
の
勢
カ
範
園
の
國 

ビ
し
て
あ
る
な
ど
國
司
制
庄If
w

究
に
見
逃
す
ベ
か
ら 

ざ
，る
®

大

.
の

も

の

か
^

る
。
こ
れ
.

^
は
^

11

你
の
^

#

'
 

K

y
の
公
田
ど
僩
人
の'私
苻
の
庄
菌
ど
か
：相®

6
ノ"

そ
の
. 

政
治
は1

定
の
法
制
の
下
に
な
い
過
渡
時
代
の
も
の
で 

あ
る
か
ら
本
論
文
で
は
！

g

す
こ
ビ
は
出
來
な
いo

奈

良

j 

東
大
寺
大
佛
殿
の
建_

-0

费
用
は
主
ビ
し
て
長
門 

一
H
 

ょ
$

出
で
た
の
も
長
門
一
國
の
租
桃
を
東
大
，
に
賜
は 

つ
れ
ビ
す
れ
ば
皮
菌
に
す
ら
課
税
を
許
し
れ
ビ
推
測
せ 

ら
れ
ぬ
”
で
も
な
い
。

兵
糧
米
の
こ
S

は
こ
れ
ま
で
そ
の
研
究
は
度
々
發
表 

さ
れ
て
'
ゐ
る
"
こ
の
問
題
は
賴
朝
がS

い
れ
地
頭
の
職 

務
の
®

な
る
も
の
で
あ

p

1

始
め
て
武
家
法
制
か
施
行 

せ
ら
れ
時
の
こw

で
办
る
か
ら
經
濟
史
に
於
い
て
も
大 

切
な
硏
究
で
あ
る
。
け
.れ
ど
も
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
吾 

赛
鏡
を
主
ビ

し

た

か
ら
武
家
法
制
の
整
つ̂

時
の
事
ば 

か
.々
だv
j

云
ふ
て
ょ
い
。
所
が
玉
葉
に
ょ
れ
は
武
家
法 

制
施
行
前
に
於
け
る
兵
辎
米
は
源
平
の
莴
藤
烈
し
い
時

站
八
怨 

<〗

s

s

)

雜錄玉葉の經濟也油研究

に
京
鄱
に
勢
カ
あ
る
も
の
は
臨
時
の
跟
事
備
ビ
し
て
之 

を
課
し
、>

の
徵
收
法
1

こ
れ
ま
で
の
殆
桃
地
れ
る
女
：，
 

院
以
下
の
庄
菌
に
ま
で
課
し
、页
に
公
卿
の
庄
蘭
か
ら 

武
士
を
徵
集
し
兵
士5

し
、
或
は
寺
院
の
庄
菌
に
も
徵 

兵
し
た
こ
ど
な
ど
は
地
方
庄
蔺
の
役
人"則
庄
藺
は(
例 

へ
そ
の
所
有
翁
は
公
卿
に
■ても

)

は
武
士
が
多
炉
つ
れ 

.證
で
こ

の
兵
_糧
米
に
ロ
實
を
設
け
：て
武
士
は
本
所
領
家 

に
鈉
め
^

年
貢
す
&

秘
し
、
遂
に
は
预
つ
て
土
地
を
横 

|

領
し
自
分
の
も
のVJ

す
る
に
至
る

.
徑
路
はI

土
葉
に
ょ
つ 

一
て
細
か
に
知
ら
る
、

の
で
あ
る
o 

.

平
安
朝
に
藤
原
氏
は
政
権
を
私
せ
る
時
に
は
私
せ
る 

主
«

は
極
め
て
多
い
0

で
ノ
天
下
藤
拟
氏
の
庄
菌
に
滿 

ち
立
錐
の
地
な
じ
ビ
ま
て»

せ
&

れ
、
平
家
の】

四
繁 

一
盛
の
時
は
海
內
の
华
以
上
を
領
す̂
6

“

、
土
地
0

分 

配
.は
極
め
て
不
公
平
で
口
ーK

の
.
閥
族
時
代
を
©
ば

し
' 

む
：る
も
の
は
あ
る
。
平
治«1
の
.年

號

は

日

：
本

^

於

け

る 

平

等

を̂

示
せ
り
マ

」

.

.
は

牛

治

物

r

f t
*

翁
の̂

'
K

評
で
.5
 

る
が
こ
の
思
想
は
土
地
問®

に

ょ

く

あ

ら

は

れ

て

ゐ

，る

轧
屮.號

：
.
v'
;

,

1

0七
：
：
.
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六
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0

錄

I

證
の
經
濟
此
的
研
究

】
言
此
&

へ
は
王
朝
時
代
は
爾
肋
的
時
代
で
頭
ば
か
ぅ 

大
き
く
て
日
本
史
は
谅
都
史
た
る
觀
が
あ
る
ゝ
否
1

成 

氏1 
1
氏
0'
-

歷
&

^

も
み
:'
:?

>る
>
0

で
*

る
：.？•?
>
る
 

'意 

雄

に

於

；
い

て

鎌

倉

時

代

は

個

人

.自
鐵
0

時
代
で
あ
，つ
て 

^

■̂

，
史
^

+
^-

分
配
間
題̂

去
ふ
^
^
ぅ
み
る
も
極
め
一 

:て
典
味
わ
名
の
：で
閥
族
のI
-A

た
る
*.
條
兼
實
の
日
記 

，
は

，
こ

の

時

代

の

.
こ
$

を
陰
に
腸
に
記
し
て
ゐ
る0

日
本
で
物
價
論
の
始
め
て
あ&

は
れ
^

の
は
恐
ぐ
は| 

鎌
倉
時
代
は̂

め
て
、
?>
&

、ふ0

吾
妻
鏡

R

鎌

倉

に

於

| 

い
て
薪
炭
騰
貴
の
こ
ビ
を
か
い.て
ゐ
る
が
玉
葉
杞«

协

I 

偕
騰
貴
0
原

«を
論
じ
、
之
れ
が
救
濟
論
な
と
價
値?>
. 

る
記
事
.も
乏
し
ぐ
な
い
。
勿
論
京
都
を
束
ど
し
た
記
事

| 

た
力
&

全
國j

般
を
推
す
_

に

ゆ

か

ぬ

け

れ

ど

も

，
從

；來

. 

把
た
i

し
通
貨
問
題
にI.

遨
の
光
明
を
與
へる

も

の

が| 

あ
る
9

を
し
て
朝
廷
ょ6

出
づ
る
法
令
は
と
れ
だ
け
効 

*.

が
あ
る
か
疑
問
で̂

る
。
物
價
制
限
命
は
主
ビ
し
て 

座
に
向
つ
て
の
も
の.
で
?>
.る
か
，
ま
た
廣
く
指
し
：た
の 

で
あ
も
か
に
つ

い

て
も
虫
葉
は
硏
究
の
方
針
を
與
へ
て

鲂
十
铋

1

〇
八

ゐ
■る
。

,

.

.

,

蜜
記
の
記
密
藤
原
賴
長
は
平
家
當
骁
の

〗

因
を
外
國 

資
易
忙
歸
し
て
ゃ
る
が
玉
槳̂

ょ
れ
は
淸
磁
.は
外
國
賀 

易
を
a

ん

じ

、
，
福

原

鍇

雜

の

企

て

も

と

れ

が
 

外
國
實
易
の
こ̂

も
糜

'々
略
知
る
^
足
る
記
事
も
の
つ 

V

ゐ
名
Q
:
そ
0

他

日

本

の

疵

會

生

義

史

上

見

逃

す

.
べ
か

&

ざ

る

記

事

も

ぁ

る

け

れ

ど

も

他

0

を

撕

す

る

こ

ど
>

し

.
た
 

o 

:

ド
;•
.

a

本

史

料

を

紹

介

し

T

玉

翁

を

解

說

す

る

を

.主

ビ

し
 

た
け
れ
ど
も
知6

以
下
皆
か
け
は
冗
長
に
失
す
る
憂
ぁ 

る
か
&

後
半
に
は
內
容
を
概
括
す
る
に
止
め
た

C

玉
葉 

の
如
き
浩
鎩̂

必
牟
中
行
事
的
の
日
記
の
間R

砂
金
を 

拾
ふ
つ
も
6

で
經
濟
史
料
を
ぁ
さ
ぅ
、
經
濟
史
家
の
參 

考
代
供
し
た
だ
け
で
重.大
な
る
問
題
に
つ
.い
て
は
姿
を 

^
 

へ
.
て
.

^
ぶ
.る
0

も
-
<
=
\
.
^

?>
,る
0
.
'

落

I

I

1

I

I

1

1
き

J

金

爲

替

本

位

と

印

度
.通

貨

(

.ニ
、
完)

鹿

松

か
か
る
酿
情
の
下
に
發
行
せ
ら
れ
た
る
一
ル
ー
ヒ
ー

J

 

の
流
■
高
は
決
し
て
舊
制
度
の
下
に
於
け
る
が
如
く
自 

然

的

に

前

節

せ

ら

る

、
ご

ど

な

，く

し

て

、

人

爲

的

に

左
 

右
せ
ら
る
る
も
の
な-CS

Q

書

は

又『

印
度
に
は
實
際
金
賞
の
流
通
す
る
も 

の
な
き
が
故
に
其
貨
幣
制
a

ぱ
人
爲
的
制
度
た
る
を
免 
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